
 

令和６年度エクササイズ動画作成業務 

公募型プロポーザル方式による企画提案審査要領 

 

 

１ 審査基準及び審査方法 

 

(1) 審査は、提案者の提出資料により行う。 

(2) 審査項目は、別紙「企画提案審査基準」（以下「審査基準」という）のとおりとする。 

(3) 採点は、審査基準に掲げる評価項目ごとに「２ 配点及び採点基準」に定める採点

基準に従い評価し、項目の重要度に応じた係数を乗じて、採点を行う。 

(4) 採点の結果、審査委員全員の評価点の合計点数が高い順に、最優秀提案者及び次点

者を選定する。ただし、最高点の者又は次点者が複数いる場合は、審査員の合議によ

り決するものとする。 

(5) 採点の結果、最優秀者に係る審査委員全員の評価点数の合計が、評価項目の最高得

点の合計の５割に満たない提案は決定を見送る場合がある。 

(6) 提案者が１者のみの場合であっても、審査員の評価結果により、提案の内容につい

て契約の目的を十分に達成できるものであると判断できるときは、当該者を最優秀提

案者として選定する。 

 

 

２ 配点及び採点基準 

 

  １００点を満点として、項目ごとの配点及び係数は審査基準のとおりとし、採点は下

記を目安とする。 

非常に 

優れている 
優れている 普通 

やや 

劣っている 
劣っている 

５ ４ ３ ２ １ 

 

  



令和６年度エクササイズ動画作成業務 企画提案審査基準 

評価項目 企画提案審査基準 
評価 
a 

調整 
b 

配点 
a*b 

企画内容  

実施方針 

 

・提案の内容が事業の目的に合致したもので
あるか 

・事業を担う優位性はあるか。 

５ ２ 10 

動画構成 ・幅広い世代に関心を持ってもらえるような
工夫をしているか。 

・見た人が自分もやってみたいと思えるよう
な工夫がされているか。 

・認知度の高いタレントを起用しているか。 

５ ６ 30 

独自提案 ・独自提案の内容は、事業の目的を達成する
うえで適切か 

５ ３ 15 

業務提案  

実施体制 ・本業務を実施するにあたり必要十分な体制
であるか 

・意思決定ルートや各部門責任者の役割は明
確であるか 

・本県又は他県等において、同種・類似業務
の受注実績はあるか 

５ ５ 25 

作業スケジュール ・作業スケジュールは妥当であるか ５ ３ 15 

経費  

経費の優位性 ・事業の遂行に支障のない妥当な見積もりで
あるか。 

５ １ ５ 

計 １００ 

別 紙 １ 


